
20
世
紀
初
頭
１
９
０
０
年
・
ノ
ー

ベ
ル
賞
が
誕
生
。
１
９
０
３
年
・

人
類
の
初
飛
行
が
ラ
イ
ト
兄
弟
の

飛
行
機
で
さ
れ
た
。
１
９
０
５
年
・

ロ
シ
ヤ
革
命
導
火
線
「
血
の
日

曜
日
」。
１
９
０
９
年
・
伊
藤
博

文
氏
ハ
ル
ピ
ン
駅
頭
で
暗
殺
。
第

一
次
、
二
次
世
界
大
戦
続
き
、
以

後
世
紀
末
迄
、
ア
ジ
ア
、
中
東
各

地
で
戦
が
続
き
２
０
世
紀
は
戦
争

の
世
紀
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
今
21
世
紀
の
11
年
を
迎
え
た
。

前
が｢

戦
争
の
世
紀
」
故
に
21
世

紀
は
、「
子
孫
の
た
め
平
和
の

世
紀
」
で
有
っ
て
欲
し
い
と
多

く
の
人
は
祈
念
し
て
い
る
。

そ
の
世
紀
助
走
の
10
年
が
過
ぎ
、

地
球
人
の
多
く
が
求
め
て
い
る

｢

核
廃
絶
と
世
界
平
和
」
は
未
だ

｢

夢
」
だ
が
今
世
紀
の
残
り
後
８

９
年
で
実
現
す
る
だ
ろ
う
。

こ
の
「
と
ん
か
ら
り
ん
」
は

1997

年
（
平

9
）
「
ま
い
ど
」
の

名
で
第
1
号
を
発
行
、
2
年
後
に

現
在
の
名
前
に
変
え
、

14
年
間

通
算
す
る
と136

号
に
達
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
と
ん
か

ら
り
ん
」
と
検
索

す
る
と
、「
ヤ

フ
ー
・
グ
ー
グ
ル
」
で
当
社
HP

は
２
番
目
に
出
て
く
る
。（
読
み
返

す
と
恥
ず
か
し
い
も
の
ば
か
り
７
年
分
）

毎
号
HP
閲
覧
は
極
少
だ
が
長
年

継
続
の
お
陰
だ
と
思
う
。

さ
て
、
平
和
と
い
う
地
球
的

な
夢
と
別
に
「
と
ん
か
ら
り
ん
」

（
サ
カ
タ
ニ
）

に
も
そ
れ
な
り
の

｢

夢
」
が
あ
る
。「
ま
い
ど
」
か
ら

「
と
ん
か
ら
り
ん
」
と
題
名
を
か

え
た
の
も
そ
の｢

夢
」
を
実
現
し

た
い
か
ら
。
年
配
の
方
な
ら
、
こ

れ
が
「
隣
組
」
の
歌
（
作
詞
岡
本

一
平
＝
太
陽
の
塔
の
岡
本
太
郎
の

父

）
「
ト
ン
ト
ン･

ト
ン
カ
ラ
リ
ン
」

を
使
っ
た
と
お
気
付
き
と
思
う
。

そ
の
と
お
り
で
、
当
時
（
平

9
）
、

東
京
都
豊
島
区
で
起
こ
っ
た
事
件

を
知
り
題
名
変
更
し
た
。

古
く
か
ら
有
っ
た｢

町
内･
村
」

の
下
に
世
帯
数
で
分
け
「
隣
組
」

と
し
、「
隣
組
」
は
、
配
給
の
効

率
化
、
思
想
統
制
、
上
意
下
達
に

大
政
翼
賛
会
政
府
が1940

年
に

明
文
化
し
た
戦
争
協
力
目
的
組
織

で
有
っ
た
。
が
、
庶
民
の
間
で
は

｢

助
け
合
い
」
に
使
わ
れ
、
隣
近

所
の
互
助
組
織
の
よ
う
な
使
わ
れ

形
だ
っ
た
と
思
う
。

戦
後
は
戦
時
の
反
省
と
（
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
命
令
）
で
隣
組
は
解
散
。

戦
時
中
か
ら
戦
後
の
飢
え
の
時

代
で
も
、
だ
隣
近
所
の
交
流
は
密

だ
っ
た
が
、
日
本
経
済
成
長
と
反

比
例
す
る
よ
う
に
、
個
人
主
義
傾

向
が
強
く
な
り
、
今
や
「
隣
は

何
を
す
る
人
ぞ
」
と
近
所
付
き
合

い
は
薄
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

｢

団
結
は
力
だ
！
」
と
叫
ん
で
い

た
労
働
組
合
も
組
織
力
が
低
下
し
、

貧
富
や
官
と
民
の
格
差
も
大
き
く

な
っ
た
。

あ
の
悲
惨
な
戦
時
戦
後
で
も
考

え
ら
れ
な
い
事
件
も
増
え
続
け
て

い
る
。
ア
メ
ー
バ
の
時
代
か
ら
今

ま
で
人
間
が
生
き
残
っ
た
の
は
常

に
つ
ら
な
り
の
あ
る
集
団
で
っ
た

か
ら
だ
と
聞
く
。
そ
れ
な
ら
我
が

店
、
小
商
売
人
が
出
来
る
こ
と
考

え
「
お
客
様
の
友
の
会
」
を
つ

く
り
、。
６
年
前
に
は
二
階
に｢

集

酉
楽
」
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
今
に
な

る
。
が
、
努
力
不
足
で
思
う
ほ
ど

｢

会
員
さ
ん
」
は
増
え
な
い
。

恐
れ
多
く
も
「
天
皇
陛
下
」

と
同
学
年
で
本
年
誕
生
日
で
77

歳
、
今
も
身
体
を
鍛
え
て
現
役
で

働
け
て
い
る
。。

祖
父･

父･

私
と
こ
の
地
で
酒
と

関
り
な
が
ら
生
か
さ
れ
て
、
あ
と

３
年
で
創
業
百
年
、
法
人
化
五
十

年
、
私
は
８
０
歳
、
何
と
キ
リ
が

良
い
年
。
も
う
ひ
と
気
張
り
し
て

モ
ッ
ト
お
役
に
立
つ
店
に
し
た
い
。

今
年
は
多
く
の
会
員
さ
ん
で
満
員

の
店
の｢

初
夢
」
が
見
た
い
。

夢
に
向
か
っ
て
三
年
の
三
歩
。

ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
こ
と
酒
谷
義
郎
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の

初
夢

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旧
年
中
は
ご
愛
顧
お
引
き
を
賜
わ
り

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
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▽
太
陽
を
中
心
に
自
ら
も
２

４
時
間
回
転
し
な
が
ら
、
３

６
５
回
廻
り
一
周
し
た
ら
一

年
で
「
年
」
が
代
わ
る
。

▼
地
球
人
の
感
覚
で
は｢

菜

の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に
」

だ
が
、
太
陽
か
ら
す
れ
ば

｢

お
前
が
動
い
て
る
」
だ
。

▽
今
の
太
陽
暦
は1582

年
ロ
ー

マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
13
世

が
ユ
リ
ウ
ス
暦
を
改
良
し
て

制
定
し
た
暦
。
日
本
は
１
８

７
２
年
（
明
治
５
）

に
採
用
。

▼
理
屈
は
さ
て
置
き
、
新
年

を
迎
え
ら
れ
て
た
こ
と
は
有

難
く
お
目
出
度
い
」
が
、
お

日
様
に
手
を
合
わ
す
人
の
姿

は
少
な
く
な
っ
た
。

▽
盆
も
正
月
も
夜
も
昼
も
開

け
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
を
24
年

続
け｢

曜
日
」
中
心
の
仕
事

で
「
早
く
来
い
来
い
お
正
月
」

と
無
縁
に
な
っ
て
い
る
。

▼
ネ
ッ
ト
が
世
界
中
を
結
び

情
報
が
瞬
く
間
に
流
れ
世
界

中
が
慌
た
だ
し
く
、
政
治
や

経
済
も
難
題
が
山
積
。
世
の

中
は
平
穏
で
は
な
い
。

▽
自
分
を
ガ
ー
ド
す
る
に
懸

命
で
、
人
と
人
の
つ
な
が
り

が
弱
く
な
っ
て
き
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
人
類
は｢

ど

ん
つ
き
」
に
突
き
当
た
る
。

▼
だ
が
、
今
年
は｢

卯
」
年
。

雪
原
を
耳
を
立
て
、
勢
い
良

く
飛
び
跳
ね
る
元
気
な
兎
の

よ
う
な
年
に
な
る
と
信
じ
て
、

新
年
を
お
祝
い
し
よ
う
。

ー
ー

ど
ん
つ
き
ー
ー

12
／
19

第
３
日
曜
日
定
例
会

は
、
上

の
ご
本

の
作
者
、

蒸
気
機

関
車
の

オ
ー
ソ

リ
テ
ィ
ー
佐
竹
保
雄
様
（
同
志

社
大
学
鉄
道
同
好
会
・

ク
ロ
ー
バ
ー
会

所
属
）
に
「
走
れ
！
ト
レ
ラ
ン
ス
号
」

と
題
し
た
お
話
を
戴
い
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
汽
車
、

電
車
が
大
好
き
だ
っ
た
佐
竹
さ

ん
は
１
９
３
２
年
京
都
市
生
ま

れ
。
１
９
８
９
年
京
都
市
役
所

を
退
職
さ
れ
退
職
記
念
に
、
京

都
発
京
都
行
き
の
特
別
仕
立
て

の
佐
竹
様
個
人
の
チ
ャ
ー
タ
ー

（
団
体
臨
時
列
車
）
列
車
「
ト

レ
ラ
ン
ス
号
（
以
後7

号
ま
で
）

を

走
ら
せ
た
方
。
参
加
者
は
定
員

を
超
え
ま
し
た
が
、
会
場
は
佐

竹
様
の
、
情
熱
と
ご
努
力
に
圧

倒
さ
れ
な
が
ら
話
を
お
に
聞
き

に
な
っ
て
い

た
。

第
72
回
朝
粥
食
べ
て

お
シ
ャ
ベ
リ
会
報
告



12
月

31
日
は

お
晦
日
。

去
年
ま
で

16
年
間
は
住
居
に
近

い
日
野
・
法
界
寺
（
右
の
写
真
）
の

鐘
で
新
年
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
暮
れ
は
子
供
の
頃
か
ら

60
才
ま
で
聞

い
て
い
た
方

広
寺
「
国
家

安
康
」
の
鐘

で
来
新
年
を

迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

お
寺
や
鐘
は

今
も
同
じ
場

所
に
あ
り
、
「
豊
臣
秀
頼
も
淀
殿
」

も
聞
い
で
あ
ろ
う
「
国
家
安
康
」

の
大
鐘
↓
は4

0
0

年
以
上
の
年
月

が
過
ぎ
た
今

も
響
き
ま
す
。

子
供
の
頃

は
、
な
か
な

か
来
な
な
い

正
月
も
、
今

は
、
ア
ッ
と

言
う
間
に
来

る
の
で
す
。
「
時
は
金
な
り
」
で

す
が
老
若
、
地
位
の
上
下
区
別
な

く

1
時
間
は

60
分
。
地
球
の
存

在
物
（
人
間
も
含
む
）
全
て
平
等

に
公
平
な
の
で
す
が
、
人
間
の
場

合
年
令
に
よ
っ
て
尺
度
は
変
わ
る

そ
う
で
す
。
以
前
「
ケ
メ
コ
通
信
」

＝
（
毎
日
届
く
産
大
講
師
澤
田
好
宏
氏
発

信
）
を
借
用
し
て
「
ジ
ャ
ー
ネ
の

法
則
」
を
「
と
ん
か
ら
り
ん
」
に

掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
『
20
歳
の

1
年
は

20
分
の

1

で
あ
る
。

60
歳
の

1
年
は

60
分

の

1
で
あ
る
』
と
か
。

ポ
ー
ル
・

ジ
ャ
ネ
ー
（
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
・
作
家
）

｢

過
ぎ
去
っ
た
こ
と
」
は

1
秒

後
で
も
判
る
が
（
私
は
そ
れ
も
忘
れ

る
こ
と
あ
り
）

ど
ん
な
天
才
も
予

想
は
出
来
て
も

1
秒
先
は
見
え
ず

判
ら
な
い
不
可
解
な
も
の
で
す
。

あ
ん
ま
り
深
く
考
え
る
と
華
厳
の

滝
に
「
巌
頭
之
感
」
の
詩
を
残
し

た
天
才
藤
村
操
に
な
り
そ
う
。

遠
い
昔
、
友
人
た
ち
と｢

時
間
と

空
間
」
や
「
唯
物
弁
証
法
」
の
勉

強
会
で
論
議
を
し
た
こ
と
も
有
り

ま
し
た
が
、
さ
っ
ぱ
り
理
解
出
来

ず
に
終
り
。
歳
を
重
ね
て
近
頃
に

な
っ
て
、
大
つ
か
み
に｢

時
間
」

は
運
動
を
計
る
尺
度
で
縦
線
。
そ

し
て｢

空
間
」
見
え
な
い
存
在
だ

が
「
繋
が
り
」
で
横
線
か
な
ぁ
。

と
思
う
よ
う
な
り
ま
し
た
。

そ
の
見
え
な
い
二
つ
が
有
っ
て

地
球
も
人
類
が
あ
る
（
出
来
た
）
の

で
し
ょ
う
。
「
時
間
」
は
止
ま
る

を
否
定
し
「
繋
が
り
」
が
な
い
と

孤
立
。｢

時
と
空
」
の
間
で
地
球

も
人
類
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

（
宇
宙
？
も
そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
）

去
年
も
今
年
は｢

一
年
」
の
日

数
は3

6
5

日
、
縦
は
振
り
返
る
こ

と
は
出
来
て
も
戻
れ
ず
進
む
だ
け

（
わ
が
社
も
）
。
横
糸
の｢

会
話
や
ふ

れ
合
い
」
が
な
い
と
繋
が
り
は
切

れ
ま
す
。

貴
方
と
私
の
個
体
は
別
物
で
す

が
、
縦
糸
横
糸
で
結
ば
れ
た
関
係

（
縁
）
で
す
。
繋
ぐ
糸
の
色
は
父
の

好
き
な
ピ
ン
ク
・
家
内
用
は
赤
糸

以
外
な
ら
、
ど
ん
な
色
で
も
結
び

結
ば
れ
更
に
密
度
の
高
い
網
目
に

し
た
い
。
そ
ん
な
誓
い
を
立
て
、

四
月
ま
で｢

断
酒
中
」
で
す
。

【
利
き
酒
は
別
】

結
ん
で
！
結
ば
れ
て
！

又
、
結
ん
で
！
。
「
友
の
会
」

♪
も
う
幾
つ

寝
る
と

お
正
月

お
正
月
に
は
た
こ
揚
げ
て

コ
マ
を
ま
わ
し
て

遊
び
ま
し
ょ
♪

こ
れ
は
「
集
酉
楽
サ
カ
タ
ニ
」

の
二
階
「
楽
々
ホ
ー
ル
」
で
、
月

3
回
大
勢
の
若
い
？
女
性
と
貴
重

品
的
男
性
が
今
年
も
一
月
に
歌
う

歌
で
す
。
声
を
出
す
こ
と
は
『
唾
』

が
良
く
出
る
の
で

12
月
号
に
書

い
た
よ
う
健
康
に
宜
し
い
よ
。

お
正
月
で
も
凧
揚
げ
や
羽
根
つ

き
は
見
な
く
な
り
ま
し
た
。
家
の

中
で
ゲ
ー
ム
に
夢
中
な
ん
で
し
ょ

う
。
冬
は
「
押
し
く
ら
饅
頭
」
と

い
う
男
子
の
遊
び
、
女
子
の
縄
跳

び
も
み
ま
せ
ん
。｢

子
供
は
風
の

子
」
か
ら
「
パ
ソ
コ
ン
の
子
」
に

な
り
ま
し
た
。
可
愛
そ
う
。

明
日
の
日
本
は
ど
う
な
る
の
！
。

◆
遊
び
に
関
連
し
た
調
査
メ
ー
ル
が

「
ケ
メ
コ
通
信
」
で
届
き
ま
し
た
。

子
供
時
代
の
遊
び

２
０
、
３
０
代
の

１
位
「
け
い
ど
ろ
」

子
供
時
代
に
楽
し
ん
だ
遊
び
や

遊
ぶ
場
所
が
世
代
に
よ
っ
て
大
き

く
変
化
し
て
い
る
傾
向
が
、
三
菱

電
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
東
京

都
千
代
田
区
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
分
か
っ
た
。
調
査
は
今
年
９

月
、
２
０
代
以
上
の
同
社
社
員
４

４
９
人
を
対
象
に
実
施
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
子
供
時
代
に

よ
く
遊
ん
だ
思
い
出
の
遊
び
を
聞

い
た
と
こ
ろ
（
複
数
回
答
）

全
世
代
で
は
野
球
（
１
６
．
９
％
）

が
最
も
多
く
、
缶
け
り
（
１
４
．

７
％
）、
警
察
チ
ー
ム
と
泥
棒
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
追
い
か
け
っ
こ
を

す
る
「
け
い
ど
ろ
」
（
１
２
．
９

％
）
が
続
い
た
。

世
代
別
の
ト
ッ
プ
で
は
、
５
０
代

以
上
が
ビ
ー
玉
、
４
０
代
が
野
球
、

３
０
代
、
２
０
代
は
け
い
ど
ろ
だ
っ

た
。
野
球
は
３
０
代
か
ら
５
０
代

以
上
ま
で
は
上
位
を
占
め
た
が
、

２
０
代
で
は
８
位
と
な
り
、
サ
ッ

カ
ー
の
方
が
順
位
が
高
か
っ
た
。

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
も
３
０

代
、
２
０
代
の
み
上
位
に
入
っ
た
。

理
想
の
ガ
キ
大
将
（
複
数
回
答
）

に
つ
い
て
も
、
世
代
間
で
違
い
が

見
ら
れ
た
。

４
０
代
、
５
０
代
以
上
で
は
タ
レ

ン
ト
の
北
野
武
さ
ん
が
ト
ッ
プ
だ
っ

た
が
、
２
０
代
、
３
０
代
で
は
漫

画
「
ド
ラ
え
も
ん
」
の
ジ
ャ
イ
ア

ン
が
最
も
多
か
っ
た
。

全
年
代
で
は
ジ
ャ
イ
ア
ン
が
２
０
．

３
％
で
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

産
経
新
聞

2
0
1
0
.
1
1
.
1
6

★
「
け
い
ど
ろ
」
は
京
都
で
は

｢

泥
棒
ゴ
ッ
コ
」
と
言
っ
た
。

ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
は
何
時
も
逃
げ
回

る
泥
棒
役
だ
っ
た
。
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ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

去
年
と
今
年

貴
方
と
私

子
供
は風
の
子

祖
父
の
こ
と
を
書
く
調
べ
中
に

両
学
区
の
記
載
の
本
を
見
つ
け

今
昔
の
比
較
参
考
に
記
し
た
。

修
道
学
区
は
町
内
は
28
町
・

人
口8

01
0

人
・
戸
数1

88
4

戸
・

物
品
販
売
業48

0

・
陶
磁
器
製
造3

7
0

・
扇
骨
、
扇
子
の
製
造1

50

・

金
属
工
業1

5
0

・
土
木
業
に
携
わ

る
人15

0

・
。

同
年
に
校
舎
本
館
を
2
万
2
千
円

を
投
じ
改
築
す
。

貞
教
学
区
は
町
内
は
26
町
・

人
口72

9
3

人
・
戸
数16

6
1

戸
・
物

品
販
売
業
が
世
帯
数
の
半
数
を
占

め
、
五
条
通
東
詰
は
鴨
東
第
一
の

買
物
街
と
な
っ
て
い
た
。

次
い
で
扇
子
の
製
造
、
鉄
工
場
な

ど
。
在
校
生
は95

0

名
（
内
区
外

生
80
）
学
級
は
18
組･

訓
導
（
教
員
の
こ
と
）
18
名
・

校
長
先
生
は
編
集
者
入
学
時
（
昭

15
）
と
同
じ
く
植
村
久
道
先
生
。

昭
和
九
年
（1

9
3
4

）
の
修
道
学
区

・
貞
教
学
区



以
前
は

成
人
の

日
に
執

り
行
な

れ
た
三
十
三
間
堂
（
蓮
華
王
院
）

の｢

楊
枝
の
お
加
持
大
法
要
と
通

し
矢
（
京
都
府
弓
道
連
盟
主
催
大
的
大
会
）
」、

近
年
は

1
月

15
日
に
近
い
日
曜
日

の
午
前

9
時
～
午
後

3
時
半
に
な

り
本
年
は

16
日
。
そ
の
日
は
全
国

の
弓
道
家
や
お
参
り
の
方
で
七
条

通
は
大
賑
わ
い
に
な
る
。

最
近
は
女
性
の
弓
道
家
が
増
え
華

や
か
な
和
服

袴
姿
も
多
い
。

私
ど
も
が
加

盟
し
て
い
る

「
七
条
鴨
東

（
オ
ウ
ト
ウ
）
商

店
街
」
も
そ

れ
に
合
せ
て

｢

樽
酒
と
甘
酒
ご
接
待
」
を
長
年

続
け
て
い
た
が｢

飲
酒
運
転
」
の

危
険
性
な
ど
で
中
止
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
代
え
毎
年
当
社
店
頭
で

｢

甘
酒
無
料
接
待
」
を
し
て
い
る
。

こ
の｢

通
し
矢
」
は
江
戸
時
代
に

武
士
が
三
十
三
間
堂
で
弓
の
技
を

競
っ
た
通
し
矢
を
基
に
し
た
も
の
。

私
は
国
民
学
校
五
年
生
時
代
こ

ろ
学
校
で
江
戸
時
代
の
「
三
十
三

間
堂
通
し
矢
」
の
講
談
や
、
先
月

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
茂
山
千
之

丞
と
兄
千
作
さ
ん｢

狂
言
」
を
見

た
記
憶
が
あ
る
。
戦
時
中
だ
が
学

業
だ
け
で
な
く
広
い
文
化
と
触
れ

さ
せ
る
校
長
先
生
（
お
名
前
新
宮
新
先

生
？
）
の
教
育
方
針
だ
っ
た
ら
し
い
。

今
回
は
そ
の
記
憶
か
ら｢

通
し

矢
」
の
こ
と
を
書
く
こ
と
し
た
。

本
来
の
「
通
し
矢
」
と
は
、
本

堂
西
側
の
軒
下

（

幅
２
.
５M

高

さ
５
.
５M

）

の
縁
全
長1

2
0
m

を
南

～
北
に
矢
を
射
て
、
的
に
当
た
っ

た
矢
数
競
う
も
の
。1

1
5
6

年

（
保

元
元
年
）

～1
6
0
5

年
（
慶
長

10
）

の
約

45
年
間
の
通
し
矢
は
、
武
士
た
ち

が
弓
矢
上
達
を
祈
願
す
る
た
め
に

行
わ
れ
て
い
た
。

1
6
0
6

年
（
慶
長

11
）

尾
洲
の
浅
岡
平

兵
衛
が1

0
0

射
中

51
筋
通
し
て
以

来
、
こ
れ
が
刺
激
と
な
っ
て
通
し

矢
を
試
み
る
者
が
急
増
し
、
三
十

三
間
堂
は
「
天
下
惣
一
」
を
争
う

競
技
の
場
と
な
る
。

そ
し
て
「
大
矢
数
」
と
も
呼
ば

れ
る
暮
六
つ
（
午
後
６
時
）

か
ら
２
４

時
間
一
昼
夜
に
１
万
本
前
後
の
矢

を
射
続
け
る
豪
快
、
壮
絶
な
競
技

に
な
っ
た
。
竹
の
矢
で
高
さ
低
い

廊
下1

2
0

米
を
飛
ば
す
の
で
座
り

射
ち
。
記
録
は1

6
5
6

年
（
明
暦
２
）

紀
州
の
吉
見
台
右
衛
門
が
６
３
４

３
本
。
次
に1

6
6
2

年
（
寛
文
２
）

尾

州
の
星
野
勘
左
衛
門
が
６
６
６
６

本
を
通
し
て
「
天
下
一
」
を
名
乗

り
、
以
後
続
々
と
記
録
が
更
新
さ

れ1
6
8
6

年
（
貞
亨
３
）

紀
州
の
和
佐

大
八
郎
は
弱
冠
１
８
歳
で
総
矢
１

３
０
５
３
本
中
、
８
１
３
３
本
を

通
し
先
の
勘
左
衛
門
の
記
録
を
凌

駕
し
通
し
矢
史
上
不
朽
の
大
記
録

を
打
ち
立
て
た
と
言
う
。
こ
れ
に

ま
つ
わ
る
話
は｢

長
谷
川
一
夫
、

田
中
絹
代
主
演
の
「
三
十
三
間
堂

通
し
矢
物
語
」
と
題
で
映
画
化
さ

れ
、
講
談
に
も
あ
る
。

今
は
国
宝
で
同
じ
形
の
通
し
矢

は
不
可
だ
が
何
年
か
前
そ
れ
を
行
っ

たN
H
K

テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
を
思

い
出
し
ネ
ッ
ト
検
索
「
小
山
弓
具
」

の
ｈ
ｐ
に

そ
れ
が
載
っ

て
い
た
。

（
上
の
写
真
と

下
の
文
「

」

内
で
部
分
的

に
使
わ
せ
て

戴
い
た
）

『

1
9
8
7

年
（
昭

62
）
12
月

19
日
、

通
し
矢
に
挑
ん
だ
男
た
ち
が
い
た
。

射
手
・
芦
川
５
段
、
弓
師
・
八
代

目
小
山
雅
司
、
矢
師
・
佐
藤
功
男

ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
挑

む
。1

0
0

射
が
け
。

い
っ
た
い
何

本
射
通
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

射
手
・
芦
川

5
段
。
弓
師
小
山
が

用
意
し
た
弓
は
、
新
た
に
開
発
し

た
竹
和
弓
「
清
芳
」
。
内
竹
と
外

竹
の
間
に0

.
3
m
m

の
炭
素
繊
維
を

導
入
し
、
竹
弓
の
冴
え
を
そ
の
ま

ま
に
高
弾
性
を
実
現
し
た
ハ
イ
テ

ク
弓
具
で
あ
る
。
息
詰
ま
る1

0
0

射
が
け
の
末
、
芦
川
５
段
が
射
通

し
た
矢
は
９
本
。
』
。
こ
れ
を
読
み

２
０
年
数
年
前
の
、
長
い
廊
下
を

ゆ
っ
く
り
と
放
物
線
で
的
に
向
か

う
矢
の
テ
レ
ビ
画
像
が
私
の
目
に

浮
か
ん
だ
。

★
詳
し
く
は
「
小
山
弓
具
」
ｈ
ｐ

を
ご
覧
下
さ
い
。

26

車
両
改
良
、
増
結
、
増
発
を

繰
り
返
し
て
も
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の

混
雑
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
守
口
・
萱
島

間
の
連
続
立
体
化
複
々
線
工
事
を
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
地
区
の
地
方
自
治
体
が
都
市
計

画
に
組
み
入
れ
ま
す
と
、
国
と
府
が

補
助
す
る
と
共
に
借
入
金
を
保
証
す

る
制
度
が
出
来
た
か
ら
で
す
。

大
阪
府
、
守
口
、
門
真
、
寝
屋
川
の

３
市
と
歩
調
を
合
わ
せ
大
事
業
開
始

で
す
。1976

年
守
口
・
門
真
間
完
成

を
皮
切
り
に
、3

年
半
後
に
天
満
橋
・

寝
屋
川
信
号
所
間11.5

㎞
の
複
々
線

が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
当
時
、
私
鉄
で
は
日
本
最
長

で
、
安
全
に
増
発
が
可
能
と
な
り
、

ダ
イ
ヤ
の
大
幅
な
乱
れ
も
な
く
な
り

ま
し
た
。

27

大
阪
方
面
で
は
高
架
線
線
増
工

で
し
た
が
、
京
都
方
面
は
東
山
を
背

景
に
走
る
、
鴨
川
沿
い
の
電
車
を
高

架
線
に
す
る
わ
け
に
行
き
ま
せ
ん
。

地
下
線
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
疏
水
を
巡
り
着
工
が
遅
れ1987

年
初
夏
に
完
成
し
ま
し
た
。

更
に
三
条
か
ら
出
町
柳
ま
で
延
長
開

業
し
た
の
は
２
年
後
の
秋
で
、
こ
れ

で
比
叡
山
、
鞍
馬
に
繋
げ
る
叡
山
電

車
と
連
絡
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

京
阪
電
車
の
ク
ィ
ー
ン
と
言
わ
れ
た

3000
系
の
引
退
が
始
ま
り
、
先
頭
車

の
一
部
は
富
山
地
方
鉄
道
や
大
井
川

鉄
道
に
引
き
取
ら
れ
、
今
も
活
躍
し

て
い
ま
す
。

28

今
や
ワ
ン
マ
ン
カ
ー
が
走
る
交

野
線
の
全
線
複
線
化
は1992

年
で
、

翌
年
に
は
枚
方
市
駅
の
高
架
線
化
が

完
成
し
ま
し
た
。

交
野
線
は1929

年
開
通
当
時
、
信
貴

生
駒
電
鉄
枚
方
線
で
し
た
。

枚
方
を
出
発
し
て
天
の
川
を
渡
る
と

田
圃
の
中
を
一
直
線
で
走
る
姿
は
今

も
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
建
設
目
的
は

生
駒
を
通
り
信
貴
山
参
り
を
目
的
と

し
た
電
車
で
し
た
。

全
通
す
る
こ
と
な
く
戦
時
中
に
京
阪

電
車
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
が
、
中

宮
団
地
が
で
き
る
ま
で
、
旧
型
電
車

が1

両
で
走
る
の
ど
か
な
光
景
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
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京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

26

三
十
三
間
堂

通
し
矢

（
連
載
）

京
阪
電
車

走
り

続
け
て

１
０
０
年

⑦

京
阪
地
下
化
87
・
5
・
24

完
成
出
発
式
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1
ペ
ー
ジ
関
連
し
て
創
業
者
酒
谷

喜
一
郎
（
祖
父1

8
8
8

～1
9
4
5

）
）

の
こ
と

を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
も
う

ご
近
所
で
祖
父
を
ご
存
知
の
方
は

数
人
で
す
。
親
族
で
も
接
し
た
者

は
私
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

祖
父
は
敗
戦
の
年
に
１
ヶ
月
余

り
九
州
の
炭
鉱
に
勤
労
奉
仕
に
行

き
胸
を
患
い
そ
の
年
の
９
月
２
日

に
58
歳
亡
く
な
っ
た
。
胃
に
持
病

は
有
っ
た
が
、
元
気
な
人
だ
っ
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
炭
鉱
で
塵
肺
に

な
っ
た
の
だ
と
推
測
し
ま
す
。

私
は
六
年
生
、
縁
故
疎
開
で
、

我
が
家
の
出
生
の
炭
山
に
い
た
が
、

夏
休
み
で
８
月
15
日
よ
り
前
に

｢

家
」
に
戻
っ
て
い
た
。

戦
時
中
に
こ
と
、
祖
父
は
充
分
な

栄
養
が
取
れ
ず
目
が
見
え
難
く
な

り
、
私
が｢

玉
音
放
送
」
を
聞
き

日
本
の
敗
戦
を
伝
え
る
と
「
天
皇

陛
下
が
お
可
哀
そ
う
」
見
え
な
い

目
か
ら
涙
を
流
し
ま
し
た
。
明
治

４
２
年
に
兵
隊
に
な
り
、
戦
争
が

始
ま
っ
た
時
も
「
や
っ
た
ー
」
と

歓
声
を
上
げ
て
い
た｢

大
日
本
帝

国
＝
天
皇
の
国
」
の
当
時
の
一
般

的
な
赤
子
（
＝
天
皇
の
子
）
で
し
た
。

祖
父
は1

8
8
8

年
（
明
21
）
現
宇

治
市
炭
山
（
当
時
は
笠
取
村
字
炭
山
）

で
百
姓
（
農
家
）
の
竹
次
郎
・
と
み
・

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

長
男
義
太
郎
は
生
後
間
も
な
く
亡

く
な
り
長
男
扱
い
で
喜
一
郎
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

村
の
お
寺
に
出
来
た
小
学
校
四

年
の
こ
ろ
、
祖
父
の
「
父
」
が
田

畑
を
処
分
し
妹
と
弟
二
人
と
共
に

京
都
に
出
て
本
町
17
丁
目
移
り
、

「
父
」
は
一
橋
小
学
校
の
書
記
と

し
て
、
祖
父
は
本
町
六
丁
目
の
醤

油
屋
・
津
○
○
に
勤
め
ま
す
。

の
ち
妻
に
な
る
「
き
ぬ
（
祖
母
）
」

と
そ
こ
で
縁
が
で
き
た
の
で
す
。

明
治
末
年
「
主
家
」
の
事
情
で
そ

の
借
家
に
住
み
「
酒
屋
」
を
始
め

（1
9
1
3

・
大2

）
ま
し
た
。
大
正

天
皇
の
ご
大
典
（
大4

）
行
幸
を

店
先
の
地
面
に
毛
氈
を
引
き
拝
ん

だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
七
条
通
の
拡
幅
、
七

条
大
橋
架
橋
、
東
海
道
本
線
・
東

山
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
大
工
事
が
続

き
、
店
先
で
酒
を
飲
ま
す
こ
と
や

工
事
現
場
へ
の
納
入
で
儲
け
た
よ

う
で
す
、
そ
し
て
父
一
郎
が
小
学

生
に
な
る
こ
ろ
現
在
地
に
借
家
を

借
り
「
店
」
を
大
き
く
し
ま
し
た
。

祖
父
は
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
当
時

お
使
い
で
買
物
に
来
る
子
供
達
に

｢

お
ま
け
」
を
あ
げ
る
。
店
の
中

に
酒
場
を
つ
く
り
、
酒
を
呑
む
人

に
「
突
き
出
し
１
品
」
無
料
で
だ

す
。
夏
に
ハ
イ
カ
ラ
な
コ
ッ
プ
で

冷
や
し
た｢

ド
ブ
酒
」
を
売
る
な

ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

店
に
住
込
み
の
丁
稚
番
頭
、
お

手
伝
さ
ん
な
ど
が
働
き
、
兄
弟
を

分
家
さ
せ
、1

9
3
4

年
（
昭
９
）
飲

食
店
チ
ェ
ー
ン
（
神
馬
会
）
店
を

つ
く
り
ま
し
た
。
千
本
中
立
売

「
神
馬
酒
場
」
北
区
の
「
つ
じ
い
」

の
二
店
舗
は
今
も
盛
業
中
で
す
。

大
和
朝
廷
の
祖
国
は

日
本
列
島
そ
れ
と
も

朝
鮮
半
島
？

6
6
3

年
の
白
村
江
の
大
敗
後
、

中
大
兄
皇
子
は6

6
4

年
に
唐
・

新
羅
の
来
襲
に
備
え
、
対
馬
・

壱
岐
・
筑
紫
国
に
防
人
と
烽

（
火
の
の
ろ
し
）

を
置
き
、
大
宰
府

の
防
衛
の
た

め
水
城

を
築
き

ま
し
た
。

さ
ら
に

6
6
7

年

に
飛
鳥

か
ら
近

江
に
都

を
移
し
、

大
和
の
高
安
城
、
讃
岐
の
屋
島

城
を
築
き
ま
す
。
（
日
本
人
の
正
体

林
順
治
著

三
五
館
引
用
）

こ
の
唐
・
新
羅
に
来
襲
さ
れ

る
と
い
う
強
烈
な
危
機
意
識
は

大
和
朝
廷
の
故
国
が
朝
鮮
半
島

に
あ
り
、
次
に
日
本
列
島
に
進

出
し
て
、
半
島
（
加
羅
・
百
済
）

と

日
本
列
島
を
ま
た
い
で
支
配
し

て
い
た
時
期
が
あ
る
、
と
考
え

る
の
が
自
然
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
・
・
半
島
で
国
境
を

接
し
そ
の
争
い
の
苛
烈
さ
がD

N
A

に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。

も
し
大
和
朝
廷
が
日
本
列
島
で

発
祥
し
、
海
を
隔
て
た
半
島
に

進
出
し
た
と
す
る
と
、
半
島
で

の
争
い
は
半
島
に
限
定
さ
れ
る

と
認
識
し
、
日
本
列
島
へ
の
来

襲
を
こ
こ
ま
で
深
刻
に
考
え
な

い
の
で
は
、
と
思
え
る
の
で
す
。

日
本
書
紀
19
巻
「
欽
明
天
皇
」

（5
31

年
～5

7
1

年
）

で
は
大
半
が
任
那

（
加
羅
）

復
興
の
記
事
に
よ
っ
て

し
め
ら
れ
て
お
り
、
父
祖
の
本

貫
地
を
回
復
す
る
た
め
の
執
念

を
読
み
取
れ
ま
す
。
ま
た
中
大

兄
皇
子
の
母
・
斉
明
天
皇
（
１

２
月
１
０
日
の
新
聞
に
よ
れ
ば
牽
牛
子
塚

古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
）

は
、
百
済
が
滅
亡
し
た6

6
0

年

に
百
済
の
福
信
の
要
請
を
受
け

援
軍
を
送
る
決
意
を
し
ま
す
が

661
年
滞
在
先
の
福
岡
県
・
朝
倉

宮
で
亡
く
な
り
ま
す
。
中
大
兄

は
斉
明
を
承
継
し6

6
3

年
に
２

万
７
千
の
大
軍
を
白
村
江
に
派

遣
す
る
の
で
す
。
そ
の
凄
ま
じ

い
執
念
か
ら
、
大
和
朝
廷
の
故

国
が
百
済
で
あ
る
と
私
は
読
み

取
る
の
で
す
。
そ
の
他
に
日
本

書
記
・
古
事
記
に
は
百
済
王
室

に
関
す
る
記
載
が
多
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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○
昨
年
は

「
暑
」
の

字
の
年
で
し
た
が
、
新
し
い
年

は｢

白
紙
」
で
明
け
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
今
年
は
我
が
祖
父
の
名
に
も

使
わ
れ
て
い
る｢

喜
」
の
字
が

選
ば
れ
る
と
好
い
な
ぁ
。
と
思

い
ま
す
が
「
カ
ン
」
が
悪
い
の

で
ハ
ズ
レ
で
し
ょ
う
か
？
。

○
ト
ラ
ト
ラ
ト
ラ
は
12
月
8
日

の
真
珠
湾
攻
撃
成
功
の
暗
号
電

報
。
寅
の
終
り
に
「
金
」
さ
ん

が
大
砲
を
打
ち
、
戦
争
を
思
い

だ
し
ま
し
た
。

●
チ
ョ
ッ
ト
「
カ
ン
覚
」
の
ず

れ
た
人
が
国
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ

て
る
が
皆
で
運
転
を
任
せ
た
か

ら
、
バ
ス
亭
ま
で
ま
で
辛
抱
し

ま
ヒ
ョ
。
わ
が
社
は
バ
ス
停
前
。

○
卯
年
、
目
を
赤
く
し
て
頑
張

り
な
が
ら
耳
を
立
て
「
嫌
な
音

に
敏
捷
に
バ
ス
か
ら
飛
び
降
り

て｢

喜
」
の
字
行
き
バ
ス
に
乗

り
換
え
で
す
な
ぁ
。

●
運
転
を
血
統
の
良
い
人
に
任

せ
た
ら
乱
暴･

ジ
グ
ザ
グ
運
転

で
１
駅
毎
に
交
替
。｢

鳩
バ
ス
」

に
乗
利
代
え
た
ら
先
不
明
。
母

離
れ
し
て
な
か
っ
た
ん
や
。

○
運
転
し
た
い
ら
し
い
人
は
い

る
け
ど
。
乗
車
賃
を
チ
ョ
ロ
マ

カ
シ
タ
と
噂
が
あ
る
し
。
困
っ

た
な
あ
。
月
光
仮
面
の
オ
ジ
サ

ン
は
何
処
に
お
る
ん
や
！
。

●
こ
の
号
作
成
中
パ
ソ
コ
ン
の

ト
ラ
ブ
ル
何
度
か
書
き
直
し
た
。

景
気
も
悪
く
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が

ら
も
「
書
い
た
も
の
で
も
、
キ
ッ

チ
リ
保
存
せ
ん
と
消
え
る
。

教
訓
「
公
（
口
）
約
は
消
え
る

も
の
な
り
」
編
集
後
記
。

酒
屋
で
生
き
て

生
か
さ
れ
て

編
集
後
記

第
五
十
七
話

創
業
者

喜
一
郎
①1

日
本
古
代
史

の

謎

2

清
水
克
彦

大津市にある天智天皇
（中大兄皇子）を祀る

近江神宮楼門

昭１７年７月・写真の前列右端が祖父↑
隣は母、父（中央）私〈小3）、祖母の順

祖父との唯一現存する家族写真


